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Ⅰ はじめに

清潔は,人間の基本的ニードのひとつである｡

一般的に,集中治療室 (以下ICU)入室患者は,臥床を強いられているため,身休の保清は看

護婦の手に委ねられている｡

私達は,毎日,全身清拭を行なっている中で,特に陰部が汚染 (排継物による汚染,汚垢,皮膚

の白色変化,発赤など)されている事に注目した｡陰部ケアの方法として,清拭より洗浄のほうが

清潔になると考え,3年前より洗浄を行っているが,実際にどれ程の違いがあるのか,裏づけされ

ていない｡

保清を考えるとき,清浄効果,患者の満足度,看護婦のやりやすさや仕事量などから,検討する

事ができる.今回は,清浄の効果について,肉眼的な観察及び,細菌の菌種と量の点から検討し真

ので,ここに報告する｡

Ⅱ 調 査

陰部の保活には清拭より洗浄の方が有効と考え,陰部ケアの方法を変更してきた｡各方法の効果

を知るため,過去の看護記録より下記の4期の陰部汚染状況を調査した｡

期 間 ~.使 用 し_た理 由 入 室 5日以上の 出現数 出現率人数 (名) 人数 (名) (名) (%)

微温湯で洗浄している期間(S59.12-60.3) 135 18 1 5.5

ヒビスクラブを使用し洗浄している期間(S60.4-61.3)殺菌の効果あると考えたため 363 53 -6- ll.3

~石鹸を使用し洗浄している期間(S61.4-62.3)ヒビスクラブは粘膜刺激があるため変更 372 -67 ll 16.4

汚染が記載されていたのは,入室後5日以降に多いため,調査は滞在日数5日以上の患者を対象

とした｡ >L

調査の結果を,比率の差の検定において比較すると,各時期の陰部汚染出現率に差はなかった｡

Ⅱ 研究方法及び実施

研究方法 1と2は,今まで当ICUで施行していた陰部ケアの方法について,検討した｡
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(11 研究方法 1

蒸しガーゼによる清拭群と石鹸を使用した洗浄群の,陰部汚染状況の肉眼的観察をする｡

1. 対象 昭和62年4月～7月にICtJに入室した患者

(清拭群 60名 洗浄群 60名 計120名)

2.方法

① 患者を蒸しガーゼによる清拭群と石鹸を使用した洗浄群にわける｡その陰部ケアの方法を,

毎日施行する｡

㊥ 陰部汚染状況を観察し,チェック用紙に毎日記録する｡ (ケアの前後) (資料1参照)

㊥ 陰部ケアの方法

仏)蒸しガーゼによる清拭

蒸しガーゼを用いて3回清拭する｡

tB)石鹸を使用した洗浄

差しこみ便器を挿入しこガーゼに石鹸をよく泡立て陰部 ･殿部の順に洗い,ピッチャ-

にて微温湯約500meをかけながらガーゼで洗い流す.その後,十分に水分をとり乾燥させ

る｡

(2) 研究方法 2

蒸しガーゼによる清拭,または,石鹸を使用した洗浄を行っている患者の,陰部ケア前に,陰

部の菌種の同定をする｡

1.対象 昭和62年4月～7月にICUに入室した患者のうち,入室4日目及び陰部汚染のみ

られた患者｡

(清拭群 10名 洗浄群 6名 計16名)

2.方法

陰部ケア(AIB)前に,陰部の菌種の同定をする｡ ''Y V

A)採取部位

陰部の左右縦5cnX桟3cmの範囲

(右図参照)

B)採取方法 ユ層 ._望堅
洗浄または清拭の直前に滅菌生理食塩水を浸した滅菌綿棒で,上記範囲を,縦に3回づつ

回転させながら,一定圧力で擦過する｡

C)培養方法

採取した綿棒を,BTBドリガルスキー改良培地と羊血液寒天培地に直接塗布し,35℃,

48時間,培養し集落を同定する｡

(3)研究方法 3

4つの陰部ケア前後に,陰部の細菌数を定量する｡

1.対象 昭和62年5月～8月にICUに入室した患者のうち,無作為に抽出した患者｡
(16名 56検体)

2.方法

① 陰部ケアの方法
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(A)蒸しガーゼによる清拭

(研究方法 1と同じ)

(B)石鹸を使用した清拭

ガーゼに石鹸をよく泡立て拭いた後,蒸しガーゼを用いて3回清拭する｡

lC)微温湯による洗浄

ガーゼでこすりながら,ピッチャーにて微温湯約500mgをかけ洗い流す｡

その後,十分に水分をとり乾燥させる｡

(D) 石鹸を使用した洗浄

(研究方法1と同じ)

㊤ 陰部ケアLAIBICXD)の前後に･陰部の細菌数を定量するo y ( ＼ ､才一･･
A)採取部位

陰部の片側の縦5cmX抵3cmの範囲

(右図参照)

B)採取方法

研究 1と同じ

C)培養方法

採取した綿棒を,滅菌生理食塩水1nzeを用いて抽出し,その内の0.1pleを,BTBドリ

ガルスキー改良培地と羊血液寒天培地に塗布し,35℃,48時間,培養後,集落数を算定す

る｡

Ⅵ 結 果

(1) 研究方法 1

陰部汚染が現れた患者は,清拭群60名中6名, (白い皮むける3名 ･汚垢3名 ･白色変化3名 ･

発赤 1名)洗浄群60名中5名 (白い皮むける2名 ･白色変化3名 ･発赤1名 ･ただれ1名 ･悪臭

1名)であった｡

(2)研究方法 2

同定の結果すべての検体から皮膚常在細菌と,腸内細菌が検出された｡その他,清拭群からは,

CardidaAlbicarBl検体 ･緑膿菌1検体,洗浄群からは,CardidaAlbiG汀Bl検体が検出された.

(検出された菌種は,資料2参照)
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(3) 研究方法 3

前後の細菌数 (対数)

(A) 蒸しガーゼによる清拭

(CI微温湯による洗浄

(B) 石鹸を使用した清拭

(D) 石鹸使用による洗浄
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4方法と細菌の減少率

log器

3

2

1

0

(D)石鹸使用による (C微温湯による
洗浄 洗浄

(B)石鹸を使用した 仏)蒸しガーゼによる
清拭 清拭

各陰部ケア前後の細菌数の変化

前後の細菌数 (対数)を対応のあるT検定において比較したところ,帆)～(D)いずれの方法

でも,有意差があり減少傾向があった｡ (p<0.01)

減少率は,(A)1/6 (B)1/15 (CI1/28 (D)1/15であった｡

(A)～(D)4方法の比較

(A)～(D)の細菌数 (対数)の変化を分散分析 (1要因4水準)において比較したところ,有

意差がみられなかった｡

Ⅴ 考 察

陰部ケアにおいて,清拭よりも洗浄の方が効果的であると考え,過去の看護記録より陰部の汚染

状況を調べてみた｡しかし,清拭のみの期間,微温湯で洗浄している期間,ヒビスクラブを使用し

洗浄している期間,石鹸を使用し洗浄している期間の,陰部汚染の出現率に差はなかった｡これは,

洗浄を行うようになってから,陰部の清潔への関心が高まり,意識的に看護記録の記載を行なうよ

うになったためと考えた｡

研究方法 1では,蒸しガーゼによる清拭群と,石鹸を使用した洗浄群の陰部汚染出現率に,差は

なかった｡しかし汚垢は,清拭群にはみられたが,洗浄群にはみられなかった｡

研究方法2で検出された細菌は,皮膚常在菌と腸内細菌が主で,問題としていたCandidaAlbicZnSは,

清拭群 ･洗浄群にそれぞれ1例のみであった｡当初,皮膚の白色変化したものを真菌ではないかと

予測していたが,細菌検査をしてみると,真菌はまれであった｡このことより,皮膚の白色変化を

認めた場合,細菌学的に調べた上,薬の使用など適切な処置を開始する必要がある｡

研究方法3において,清拭,洗浄いずれの方法でも細菌数は減少したが,各方法を分散分析で比

較すると,有意差がないという結果であった｡一般的に,付着菌は,流水量の多い方が良く落ちる

といわれているが,ICUにおいての陰部ケアでは,患者の身体的負担の面から,時間的にも水量

にも制限がある｡そのため,現在洗浄に使用している水量,水圧では,効果に差がでなかったと考
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える｡

細菌は,汚垢が十分除去できないと.一時的に数が減少しても再び増殖するため.汚垢を除去す

ることが重要になってくる｡洗浄は,流水の下で数回にわたりガーゼで流い流すため.清拭だけで

は除去できない汚垢も取り除くことができ.有効であると考える｡一方,石鹸を使用した清拭,洗

浄と,石鹸未使用の清拭,洗浄のケア直後では,細菌数の減少に差がなかった｡しかし,石般は.

汚垢の中に十分浸透することにより,汚垢を皮膚から離し,石鹸の中に分散･乳化させる作用をも

っことで,汚垢の除去に大きな効果がある｡以上のことより,石鹸を使用しガーゼで洗い流す洗浄

は,陰部の清潔を保つ上で,より効果的であると考える｡

今後.陰部ケアによって減少した細菌数が,何時間後に元に戻るか,又,汚垢が除去された場合

とされない場合の,細菌数の経時的な変化をみていく必要がある｡

今回,陰部ケアの必要性を再認識すると共に,患者の重症度 ･安静度に応じて陰部ケアの方法を

選択する事が,大切であると考える｡

Ⅳ 結 論

1.蒸しガーゼによる清払 石鹸を使用した清拭,微温湯による洗乱 石鹸を使用した洗浄の4方

法を比較した｡

2.汚垢は,清拭群にはみられたが,洗浄群にはみられなかった｡

3.清拭群,洗浄群とも,皮膚常在菌と腸内細菌が主に検出され,真菌はまれであった｡

4.いずれの方法でも,細菌数は減少したが,有意差はなかった｡

5.汚垢の除去の面から,石鹸使用による洗浄を推奨する｡
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〔資料 1〕
チ ェ ッ ク 表

入室日 科 名 名 前 匝別匪画疾 患 身長 体重

〔資料2〕

StaphylococcusStaphylococcusStaphylococcusStaphylococcus

Staphylococcus

Staphylococcus

検 出 さ れ た 菌 種

Epidermidis △▲

Hominis △

Aureus △

Species ▲
Capitis △▲

Haemolyticus △▲

CandidaAlbicans △▲

Pseu血10maSAeruginosa △
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清拭群 ▲ 洗浄群 △

Enterococcus Faecalis

Corynebacterium Species

Escherichia Coli

EnterobacterCloacae

EnterobacterAerogenes

Bacillus Species

Morganella Morganii

Klebsiella pneumoniae

Z!
Z二

心

▲

△

▲
▲


